
同
年
伊
南
行
政
組
合
消
防
本
部
を
設
置
等
の
変
遷
を
し
て
今
日
に
至

っ
て
い

ｚ
Ｏ

。
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規
約
は
、
各
町
村
と
も
昭
和

‐７
年
２
月
に
町

。
村
会
の
議

決
を
経
て
組
合
の
発
足
を
見

て
い
る
。

当
時
、
上
伊
那
郡
で
は
郡

内
を
３
地
区
に
区
分
し
て
、

旧
満
州
国
入
植
事
業
を
進
め

て

い
た
。

こ
の
結

果
、

こ

れ
以
前
も
含
め

て
赤
穂
町

４
４
３
名
、
中
沢
村
１
２
６

名
、
伊
那
村
１
名
の
入
植
者

を
送
り
出
し
て
い
る
が

（『
上

伊
那
開
拓
１
０
年
誌
し
、
そ
の
事
業
の
推
進
機
関
が
、
こ
の
町
村
組
合
で
あ
つ
た
。

組
合
は
国
か
ら
入
植
者
数
の
割
当
を
受
け
、
そ
れ
を
消
化
す
る
の
が
主
要
な

任
務
で
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
の
人
達
は

「拓
士
」
の
名
称
と
、
満
州
ま
で
の
旅

費
が
与
え
ら
れ
、
盛
大
な
見
送
り
を
受
け
て
出
発
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
敗

戦
と
と
も
に

一
転
、
想
像
を
絶
す
る
警
難
に
遭
遇
し
、
命

一
つ
で
帰
国
で
き

た
人
達
は
、
む
し
ろ
幸
せ
で
あ
ら
た
こ
と
は
こ
こ
で
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。

第
五
節
　
大
正
期
の
村
政

一　
三
か
村
の
財
政
推
移

第

一
次
世
界
大
戦

（大
３
～
大
７
）
に
日
本
も
参
戦
し
た
が
、
主
戦
場
に

な
っ
た
欧
州
諸
国
が
、
戦
勝
国
、
敗
戦
国
を
問
わ
ず
、
戦
禍
の
た
め
に
生
産

力
の
著
し
い
低
下
を
見
た
の
に
反
し
て
、
ひ
と
り
日
本
は
無
傷
の
ま
ま
、
戦

後
を
迎
え
た
。
こ
の
た
め
戦
中
か
ら
戦
後
の
一
時
期
に
か
け
て
、
日
本
経
済

は
未
曾
有
の
好
景
気
を
現
出
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
は
、
物
価
の
高
騰
を
招

く
こ
と
に
な
っ
た
。
大
正
期
の
村
政
は
、
そ
の
物
価
騰
貴
の
影
響
下
で
推
移

し
て
い
る
。

大
正
２
年
度
の
経
常
部
予
算
を
基
準
に
し
て
、
大
正
１５
年
度
の
経
常
部
予

算
を
見
る
と
、
赤
穂
村
の
６
倍
を
は
じ
め
と
し
て
、
中
沢
村
４
倍
、
伊
那
村
３
・

５
倍
の
財
政
膨
張
を
示
し
て
い
る
が

（表
１
５
）
、
増
加
の
内
訳

（表
１
６
）

で
は
、
赤
穂
村
の
土
木
費
を
例
外
に
し
て
、
役
場
費
と
教
育
費
が
、
財
政
膨

張
の
主
役
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
つ
と
も
赤
穂
村
の
場
合
は
、
公
民
、

女
子
両
実
業
学
校
経
営
が
新
規
事
業
と
し
て
加
わ
っ
て
く
る
の
で
、
教
育
費

の
内
容
は
、
他
の
２
村
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

役
場

。
教
育
両
費
目
と
も
人
件
費
が
最
大
の
構
成
要
素
で
あ

つ
た
。
表

１
６
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
費
目
に
占
め
る
人
件
費
比
率
は
、
６
０
％
台

は
む
し
ろ
例
外
で
あ
り
、
平
均
７
０
数
％
が
常
態
で
あ
つ
た
。
こ
の
人
件
費

が
、
大
正
７
年
以
後
上
昇
す
る
の
は
、
物
価
騰
貴
に
対
す
る
給
与
改
善
が
行

わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
件
費
の
上
昇
に
規
定
さ
れ
て
、
前
述
の
３
，

５
倍
な
い
し
６
倍
の
財
政
膨
張
を
見
る
こ
と
に
な
つ
た
。
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